
子
ど
も
食
堂
と
は

地
域
の
大
人
が
子
ど
も
に
無

料
ま
た
は
低
額
で
食
事
を
提
供

す
る
取
組
。
二
〇
一
二
年
に
東

京
都
大
田
区
で
始
ま
っ
た
と
さ

れ
、
そ
の
後
、
全
国
各
地
で
運

営
に
取
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。現

在
で
は
、
貧
困
家
庭
の
子

ど
も
へ
の
支
援
に
限
ら
ず
、
地

域
の
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

地
域
活
動
の
一
環
と
し
て
多
く

の
地
域
の
方
々
が
参
画
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

県
内
に
は
、
約
三
百
五
十
箇

所
の
こ
ど
も
食
堂
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
は
、
現
在
、
家
庭

や
学
校
以
外
の
新
た
な
子
ど
も

の
居
場
所
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

北
九
州
市
で
は
、
平
成
二
八

年
度
か
ら
二
年
間
公
設
民
営
に

よ
る
子
ど
も
食
堂
の
モ
デ
ル
事

業
を
実
施
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
民
間
に
広
げ
る
こ
と
で
民
間

主
体
の
活
動
と
し
て
子
ど
も
食

堂
を
広
げ
、
直
近
で
は
約
六
十

九
箇
所
に
ま
で
増
加
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
運
営

す
る
「
子
ど
も
食
堂
」
に
は
、

子
ど
も
に
限
ら
ず
、
地
域
の
方

も
含
め
て
対
象
と
し
て
い
る

「
子
ど
も
食
堂
」
や
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
学
習
支
援
や
様
々
な

体
験
活
動
に
取
組
む
「
子
ど
も

食
堂
」
も
あ
り
ま
す
。

セ
イ
ワ
は
、
「
子
ど
も
食
堂

応
援
基
金
」
と
し
て
、
年
二
回

の
寄
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
、
北
九
州
市
社
会
福
祉
協

議
会
よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
く

事
に
な
り
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
方
が
笑
顔

に
な
れ
る
事
を
願
い
、
寄
付
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

趣
旨

全
国
労
働
衛
生
週
間
を
契
機
に
、

関
係
者
は
、
労
働
者
の
健
康
保
持
・

増
進
等
の
重
要
性
に
つ
い
て
さ
ら
に

認
識
を
深
め
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、

誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
快
適
な
職

場
づ
く
り
を
目
指
し
、
効
果
的
な
労

働
衛
生
管
理
活
動
を
実
施
す
る
。

実
施
す
る
事
項

企
業
の
実
態
に
即
し
て
必
要
な
項

目
を
盛
り
込
ん
だ
実
施
計
画
を
作
成

し
、
積
極
的
に
推
進
す
る
。

本
週
間
実
施
事
項

（
十
月
一
日
～
七
日
）

一
、
労
働
衛
生
意
識
の
高
揚

二
、
安
全
衛
生
活
動
の
実
施

三
、
労
働
衛
生
教
育
・
訓
練
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
実
施

四
、
そ
の
他
、
本
週
間
に
ふ
さ
わ

し
い
行
司
の
実
施

①
建
設
業
に
お
け
る
新
た
な

化
学
物
質
管
理
と
は

国
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
化
学
物

質
は
数
万
種
類
も
あ
り
、
危
険
性
や

有
害
性
が
不
明
な
物
質
を
含
む
も
の

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

化
学
物
質
に
よ
る
休
業
4
日
以

上
の
労
働
災
害
の
う
ち
、
特
別
規
則

（
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
等
）
の

対
象
外
の
物
質
に
よ
る
も
の
が
約
８

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
未
規
則

の
物
質
の
対
策
の
強
化
を
主
眼
と
し
、

事
業

者
が
危
険
性
や
有
害
性
に
関

す
る
情
報
を
踏
ま
え
た
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
ば
く
露
防
止

の
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
を
適
切
に

実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
※

ば
く
露
提
言
措
置
の
内
容
及
び
労
働

者
の
ば
く
露
状
況
に
つ
い
て
、
労
働

者
の
意
見
聴
取
、
記
録
作
成
・
保
存

が
必
要
で
す
。

化
学
物
質
に
起
因
す
る
災
害
事
例

シ
ン
ナ
ー

外
壁
塗
料
の
材
料
等
を
積
載
し
た

屋
根
付
き
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
現
場
近

く
の
店
舗
の
駐
車
場
に
停
車
し
、
煙

草
を
吸
う
た
め
に
火
を
つ
け
た
と
こ

ろ
、
車
内
に
充
満
し
て
い
た
シ
ン
ナ
ー

が
爆
発
し
炎
上
し
た
。
顔
面
と
両
手

に
火
傷
を
負
っ
た
。

溶
剤
系
塗
料

ビ
ル
倉
庫
内
で
ス
プ
レ
ー
ガ
ン
の

調
整
中
、
塗
料
が
誤
っ
て
目
に
入
り
、

両
目
眼
球
の
膜
が
め
く
れ
た
。

木
部
の
シ
ミ
抜
き
剤

温
泉
宿
の
一
室
の
塗
り
替
え
作
業

に
お
い
て
、
染
み
抜
き
剤
を
塗
布
し

た
も
の
で
木
枠
を
擦
る
作
業
を
素
手

で
行
っ
て
い
た
。
指
に
痛
み
を
感
じ
、

夜
に
な
っ
た
ら
、
更
に
痛
み
が
激
し

く
な
っ
た
。
火
傷

木
部
の
漂
白
剤

塗
装
工
事
に
お
い
て
、
手
袋
を
着

用
し
、
天
井
木
材
板
の
漂
白
作
業
を

溶
剤
を
し
て
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

作
業
終
了
後
右
手
人
差
し
指
が
変
色

し
て
い
た
。
徐
々
に
痛
み
と
爪
の
変

色
が
ひ
ど
く
な
っ
た
。
ゴ
ム
手
袋
の

中
に
溶
剤
が
入
り
込
ん
だ
こ
と
に
よ

る
火
傷
で
あ
っ
た
。

溶
剤
系
塗
料

溶
接
作
業
中
に
近
く
に
置
い
た
蓋

付
塗
料
缶
（
４
Ｌ
缶
、
残
量
１
０
０

Ｃ
Ｃ
）
に
火
の
粉
が
か
か
り
出
火
し

た
。
被
害
者
は
火
を
消
そ
う
と
し
て
、

塗
料
缶
を
足
で
踏
み
つ
け
た
と
こ
ろ
、

塗
料
缶
の
蓋
が
外
れ
て
塗
料
が
飛
散

し
、
被
災
者
の
ズ
ボ
ン
に
引
火
し
て
、

左
下
腿
を
火
傷
し
た
。

②
過
重
労
働
よ
る
健
康
障
害

を
防
ぐ
た
め
に

時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
と
健
康

障
害
リ
ス
ク
の
関
係

●
労
災
補
償
に
係
る
脳
・
心
臓
疾
患

の
労
災
認
定
基
準
の
考
え
方
の
基
礎

と
な
っ
た
医
学
的
検
討
結
果
を
踏
ま

え
た
も
の
で
す
。

●
「
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
」
と

は
、
休
憩
時
間
を
除
き
１
週
間
あ
た

り
４
０
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
た

場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
た
時
間
の

こ
と
で
す
。

●
２
～
６
ヶ
月
平
均
で
月
８
０
時
間

を
超
え
る
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間

と
は
、
過
去
２
・
３
・
４
・
５
・
６
ヶ

月
間
の
い
ず
れ
か
の
月
平
均
の
時
間

外
・
休
日
労
働
時
間
が
８
０
時
間
を

超
え
る
と
い
う
意
味
で
す
。

③
建
設
工
事
従
事
者
の
「
安

心
」
「
安
全
」
「
快
適
」
の

た
め
、
建
設
現
場
で
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
組
ん
で

み
ま
し
ょ
う
！

建
設
現
場
で
の
安
全
施
工
サ
イ
ク

ル
に
「
建
災
防
方
式
健
康
Ｋ
Ｙ
」
、

「
建
災
防
方
式
無
記
名
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
」
に
よ
る
職
場
環
境
改
善
の
取
組

み
を
導
入
し
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

建
設
工
事
従
事
者
の
高
ス
ト
レ
ス
、

う
つ
、
睡
眠
不
足
が
続
く
と
脳
内
の

各
種
機
能
が
低
下
し
、
不
安
全
行
動

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
事
故
・
災
害

発
生
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

健
康
Ｋ
Ｙ

睡
眠
、
食
欲
、
体
調
に
関
す
る
３

つ
の
問
い
か
け
を
職
長
か
ら
各
作
業

員
に
毎
日
繰
り
返
し
行
い
、
日
々
の

健
康
状
態
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
取

り
組
み
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

安
全
朝
礼
等
、
現
場
に
従
事
す
る

元
請
社
員
、
作
業
員
全
員
が
集
合
す

る
場
で
一
斉
に
実
施
す
る
も
の
で
、

そ
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
、
よ
り

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
実
現
す
る

た
め
の
取
り
組
み
。

日
頃
の
災
害
防
止
活
動
に
心
身
の

健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
を
建
設
工
事

従
事
者
の
「
安
心
」
「
安
全
」
「
快

適
」
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
!!
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セ
イ
ワ
新
聞

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

令
和
６
年
９
月
25
日

北
九
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

垣
迫
会
長

北
九
州
市
の
子
ど
も
食
堂
で
は
、
孤
食
の
防
止
や
地
域
の
子
ど
も
と
大
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
北
九
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
「
皆
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
現
状

●
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
経
年
変
化

工
業
化
以
前
（
一
七
五
〇
年
）
に
比
べ
て
47
％

増
加

●
世
界
の
地
上
気
温
の
経
年
変
化

一
九
五
〇
年
頃
以
降

・
大
気
と
海
洋
の
温
暖
化

・
極
端
な
高
温
の
増
加
低
温
の
減
少

・
雪
氷
の
量
が
減
少
し
、
海
面
水
位
が
上
昇
●
地

球
温
暖
化
の
影
響

・
海
面
上
昇

海
水
の
熱
膨
張
や
氷
河
の
融
解
で
、
海
面
が

最
大
88
セ
ン
チ
上
昇
。
南
極
の
氷
が
融
け
る
と

さ
ら
に
海
面
が
上
昇
。

・
種
の
絶
滅

現
在
絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
生
物
は
、
さ
ら
に

絶
滅
に
近
づ
く
。

・
伝
染
病

マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
熱
帯
性
の
伝
染
病
の
発
生

範
囲
が
拡
大

・
異
常
気
象

降
雨
パ
タ
ー
ン
が
変
わ
り
、
内
陸
部
で
は
乾
燥

化
が
進
み
、
熱
帯
地
域
で
は
台
風
等
の
熱
帯
性
低

気
圧
が
激
し
く
な
り
、
洪
水
や
高
潮
な
ど
が

増
え
る
。

・
食
糧
難

気
候
変
化
に
よ
る
病
害
虫
の
増
加
で
穀
物
生
産

が
減
少
。
世
界
的
な
食
糧
難
を
招
く
恐
れ

国
内
外
で
深
刻
な
気
象
災
害
等
が
発
生
し
、
地
球

温
暖
化
の
進
行
に
伴
い
、
今
後
、
豪
雨
や
猛
暑
の

リ
ス
ク
が
更
に
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
気

候
変
動
問
題
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。

明
ら
か
に
、
私
達
の
ま
わ
り
の
世
界
に
、

も
の
す
ご
い
変
化
が
起
き
て
い
る
。

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
目
標
は
、
環
境
へ
の

配
慮
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

地
球
温
暖
化
や
資
源
の
枯
渇
な
ど
の
環
境
問

題
に
対
処
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
で
す
。
具
体
的
な
目
標
と
し
て

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の
節
約
、
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
の
削
減
、
廃
棄
物
の
削
減
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
日
常
生
活
や
仕
事
の
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

環
境
へ
の
意
識
を
高
め
、
具
体
的
な
行
動
を

通
じ
て
地
球
環
境
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

向
け
た
一
歩
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

地
球
環
境
保
護
の
重
要
性
を
広
く
啓
発
す
る

役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

周
囲
の
人
々
も
環
境
問
題
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
行
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
経
営
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
で
す
。

身
近
な
取
り
組
み
で
地
球
温
暖
化
対
策
に
貢

献
で
き
ま
す
。
脱
炭
素
社
会
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
!!

全
国
労
働
衛
生
週
間

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
登
録
に
向
け
て

令
和
６
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

推
し
て
ま
す

み
ん
な
笑
顔
の

健
康
職
場

「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」
は
、
環
境
省
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
等
の
環
境
経
営
に
取
り
組
む
事
業
者

を
認
証
・
登
録
す
る
制
度
で
す
。
「
脱
炭
素
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
ＳⅮ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
」
の
取
り
組
み
に
直
結
し
ま
す
。



●
へ
い
ち
く
情
報
●

月
イ
チ
ゆ
す
ば
る

へ
い
ち
く
に
乗
っ
て
、
油
須
原
駅

に
来
場
す
る
と
先
着
一
〇
〇
名
に
っ

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
内
容
は
毎
月
変
わ
り
ま

す
の
で
、
㏋
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
下
さ
い
。

●
ブ
ッ
ク
情
報
●

「
北
九
州
市
」

ア
マ
ゾ
ン
第
一
位
獲
得

キ
タ
キ
ュ
ー
の
底
力
！

想
像
の
の
ナ
ナ
メ
上
い
く

大
反
響
！

夜
景
ス
ポ
ッ
ト
・
歴
史
・

発
祥
グ
ル
メ
・
も
の
づ

く
り
の
町
他
北
九
州
市

の
知
り
た
い
こ
と
が
盛

り
だ
く
さ
ん
♪
一
度
購

読
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

第 ９ 号 セ イ ワ 新 聞 ２０２４年１０月 １日

セ
イ
ワ
新
聞

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
生
態

系
を
含
め
た
海
洋
環
境
の
悪
化
や
景
観

へ
の
悪
影
響
な
ど
様
々
な
問
題
を
引
き

起
こ
し
て
お
り
、
世
界
的
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

福
岡
県
で
は
、
毎
年
10
月
を
プ
ラ
ご

み
削
減
強
化
月
間
と
し
て
、
マ
イ
バ
ッ

グ
・
マ
イ
ボ
ト
ル
の
持
参
の
呼
び
か
け

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
品
利
用
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
に
取
り
組
む
「
ふ
く
お
か
プ
ラ
ご

み
削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減

量
は
、
10
月
の
１
か
月
間
で
約
758
ト
ン

（
昨
年
度
比
約
3
％
増
）
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
、
小
売
店
で
の
レ
ジ
袋
使
用

削
減
や
、
飲
食
店
で
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

容
器
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
品
へ
の
切

替
等
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
供
給
側
（
主
に
メ
ー
カ
ー
・
商

社
）
に
お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量

の
削
減
指
標
で
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代

替
品
の
製
造
・
販
売
量
（
※
）
は
約
207

ト
ン
（
昨
年
度
比
約
15
％
増
）
と
な
り

ま
し
た
。

※
令
和
４
年
度
か
ら
新
た
に
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
の
小
売
店
や
飲
食
店
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
を
供
給
し
て
い
る
事
業
者
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
品
の
製
造
・
販
売
量

の
集
計
を
開
始
し
ま
し
た
。

福
岡
県
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の

育
成
や
再
生
資
源
の
有
効
活
用
を
進

め
る
た
め
、
県
内
で
製
造
等
さ
れ
た

生
活
関
連
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
県
が

認
定
し
、
そ
の
利
用
を
広
く
呼
び
か

け
る
「
福
岡
県
県
産
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
認
定
制
度
」
。
こ
の
制
度
で
認
定

さ
れ
た
製
品
「
県
産
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
」
の
よ
り
一
層
の
利
用
に
よ
り
、

３
Ｒ
に
配
慮
し
た
事
業
活
動
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
を
図
り
、
循

環
型
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

県
で
、
県
産
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
積

極
的
な
販
売
、
使
用
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
と

し
て
、
コ
ピ
ー
用
紙
、
フ
ァ
イ
ル
、

ゴ
ム
マ
ッ
ト
等
購
入
利
用
し
て
い
ま

す
。
積
極
的
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
強
化
月
間
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～ふくおか地産池消応援ファミリーより～

入社5年目D・N(52歳）
インタビュー☆彡

今回は博多区竹下にお邪魔しました～♪

仕事について

Q.今おこなってる仕事内容は？

A.既設防音壁の経年劣化での老朽化のため、高耐食
メッキ折板（パネル）に交換しています

Q.一番大変に感じることは？

A.暑いです！！

Q.楽しいと感じることは？

A.仕事を通じて、沢山の方との繋がりが出来る事

プライベートの過ごし方

Q.休みの日の過ごし方は？

A.魚釣りや散歩

その他いろいろ

Q.休憩時間の過ごし方は？

A.現場の方との雑談が多いかな・・・

Q.ゆっくりできる場所はある？

A.あります！

Q.今願い事が一つ叶うとしたら？

A.南の島へ行きたい！！

Q.新聞を購読の皆様へ一言

A.見かけたら、声をかけてください（笑）

⇔

ｱﾙｺｰﾙﾁｪ
ｯｶｰ

新しく携帯用のアルコールチェ

ッカーが配布されましたが、交換

は終わりましたか？

古いｱﾙｺｰﾙﾁｪ
ｯｶｰが正常に機能して

いると思っても、必ず！！

新しいものに変更して

ください☆彡

info

リ
サ
イ
ク
ル
応
援
事
業
所

救急 BOX
”安心14点確認”終わりましたか？

①水 ②経口補水塩タブレットOR粉末タイプ ③消毒液

④ポイズンリムーバー（毒虫毒吸出し）⑤パンチクール×4

⑥プレスタオル×2 ⑦扇子 ⑧バンドエード

⑨ホワイトテープ ⑩三角巾 ⑪カットガーゼ
⑫包帯 ⑬ハサミ ⑭ピンセット不足がある時は、すぐに連絡を！即、補充しま～す♪

油須原駅

休
憩
中
の
Ｎ
さ
ん

★
笑
顔
が
素
敵
で
す
★

今号の注目の人


